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第63回 大規模災害対策は
二人目の税理士の確保？

方
は
、
特
別
な
手
続
き
不
要
で
令
和
６
年

１
月
１
日
以
降
に
到
来
す
る
す
べ
て
の
国

税
の
申
告
・
納
付
等
の
期
限
が
延
長
さ
れ

て
い
ま
す
。
上
記
以
外
の
地
域
に
納
税
地

を
有
す
る
方
に
つ
い
て
も
、
申
請
書
を
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
災
害
が
止
ん

で
か
ら
２
か
月
以
内
の
範
囲
で
申
告
・
納

付
等
の
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す
。
所
得
税

等
の
軽
減
ま
た
は
免
除
に
つ
い
て
は
２
パ

タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
図
Ｂ
参
照
）。

　

住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
方

は
、
確
定
申
告
に
お
い
て
、
①
「
所
得
税

法
」
に
定
め
る
雑
損
控
除
の
方
法
、②
「
災

害
減
免
法
」
に
定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除

に
よ
る
方
法
の
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
法
で

所
得
税
等
の
軽
減
ま
た
は
免
除
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
直
接
的

な
被
害
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
分
ま
た
は
令
和
６
年
分
の
い
ず
れ
か

の
年
分
を
選
択
し
て
、
こ
れ
ら
の
軽
減
等

の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
所
轄
税
務
署
か
ら
予
定
納
税
額

を
通
知
さ
れ
た
方
で
、
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
、
令
和
６
年
６
月
30
日
時

点
の
所
得
税
額
と
税
額
の
見
積
額
が
、
予

定
納
税
額
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
基
準

額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
申
請
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
予
定
中
間
納
税
額
の
減
額
を

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら

　

こ
ん
に
ち
は
、税
理
士
の
髙

た
か
は
ら
ま
こ
と

原
誠
で
す
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
の
夕
方
に
突
如
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
。
被
災
さ
れ
た
皆

様
、
ご
家
族
・
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
災
害
時
に
お
け
る
税
制
面
で
の

主
要
項
目
の
解
説
と
、
対
岸
の
火
事
で
は

な
い
そ
の
対
策
を
取
り
上
げ
ま
す
。

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
関
係

　

全
７
つ
の
税
制
上
の
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
図
Ａ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

石
川
県
・
富
山
県
に
納
税
地
を
有
す
る

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
続
税
・
贈
与
税
関
係

　

４
つ
の
災
害
減
免
措
置
（
租
税
特
別
措

置
法
）
を
図
Ｃ
に
ま
と
め
ま
し
た
。
制
度

の
対
象
と
な
る
の
は
、「
特
定
非
常
災
害
」

と
認
定
さ
れ
た
災
害
で
す
。
直
近
で
は
能

登
半
島
地
震
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
・
令

和
元
年
台
風
19
号
・
平
成
30
年
７
月
豪
雨
・

平
成
28
年
熊
本
地
震
・
平
成
23
年
東
日
本

大
震
災
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
災
害

の
具
体
的
な
指
定
地
域
は
図
Ｄ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

所
定
の
減
額
と
は
、「
特
定
非
常
災
害

発
生
日
『
前
』
に
相
続
ま
た
は
遺
贈
で
取

得
し
た
特
定
土
地
等
で
特
定
非
常
災
害
発

生
日
に
お
い
て
所
有
し
て
い
た
も
の
」
ま

た
は
「
特
定
非
常
災
害
発
生
日
『
後
』、

同
年
12
月
31
日
ま
で
に
相
続
ま
た
は
遺
贈

で
取
得
し
た
特
定
土
地
等
」
に
つ
い
て
、

相
続
税
や
贈
与
税
の
計
算
上
、
特
定
非
常

災
害
発
生
後
の
価
額
に
よ
っ
て
評
価
す
る

図 A 所得税・復興特別所得税関係（全 7つ）

1 申告・納付等の期限延長 納付困難者は期限延長
2 所得税等の軽減又は免除 住宅・家財損失の場合
3 源泉所得税等の徴収猶予・還付 上記 2の該当者が対象
4 住宅借入金等特別控除の特例 居住不可の家屋でも○
5 財産形成住宅（年金）貯蓄の利子等の非課税 払出時の利子が非課税
6 予定納税額の減額 中間納税額を減額
7 納税の猶予 納付額を猶予

図Ｂ 所得税等の軽減又は免除（2つのパターン）

所得税法（雑損控除） 災害減免法

対象資産の範囲等 生活に通常必要な資産 住宅や家財の損失額がそ
の価額の 1/2 以上

控除額の計算又は
所得税等の軽減額

いずれか多い金額を所得か
ら控除
① 損失額 - 所得金額× 1/10
②損失額のうち
　災害関連支出 -5 万円

以下の所得金額の区分で
所得税額を軽減
① 500 万以下→全額
② 750 万以下→ 1/2
③ 1,000 万以下→ 1/4

その他参考事項 控除しきれない金額は翌年
以降 5年間繰越可

減免を受けた翌年分以降
は減免不可

図Ｃ 相続税・贈与税関係（全４つ）

1 令和5年12月 31日以前取得 土地等・株式等 災害発生直後の価額等に
よる評価2 令和6年 1月 1日以降取得 不動産・株式等

3 申告期限延長（相続税） 一定期間内に発生した相続や贈与につい
て令和 6年 11 月 1日まで期限延長4 申告期限延長（贈与税）
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等
一
定
の
株
式
を
除
く
）
に
つ
い
て
も
同

様
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
特
例
は
申
告
期
限
の
延
長

で
す
。
具
体
的
に
は
図
Ｅ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
こ
の
ほ
か
、
災
害
減
免
法
に
よ
る
救

済
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
Ｆ
参

照
）。

リ
ミ
ッ
ト
は
申
告
期
限
か
ら
５
年

更
正
の
請
求
の
必
要
性

　

こ
の
よ
う
な
記
事
を
じ
っ
く
り
読
ん
で

い
た
だ
け
る
の
は
こ
の
冊
子
が
ご
自
宅
や

会
社
に
無
事
届
き
手
に
さ
れ
て
い
る
方
々

か
と
思
い
ま
す
。実
際
に
災
害
に
遭
わ
れ
、

今
す
ぐ
に
助
け
が
必
要
な
方
々
は
日
々
の

暮
ら
し
で
精
一
杯
な
状
況
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
書
い
て
い
て
非
常
に
ジ
レ
ン
マ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
に
で
き
る
こ
と
は
、
前
述
し
た

税
制
上
の
措
置
に
つ
い
て
正
し
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
で
す
。
図
Ｄ
の
対
象
エ
リ
ア

に
お
住
ま
い
の
方
で
相
続
税
・
贈
与
税
を

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
災
害

発
生
日
以
後
に
取
得
し
た
特
定
土
地
等
に

つ
い
て
は
、
物
理
的
な
損
失
（
地
割
れ
等

土
地
そ
の
も
の
の
形
状
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
る
損
失
）が
起
き
て
い
る
場
合
に
は
、

発
生
後
の
価
額
か
ら
原
状
回
復
費
用
相
当

額
を
控
除
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
特
定

非
常
災
害
発
生
直
後
の
価
額
と
は
、
災
害

の
範
囲
・
被
害
の
程
度
な
ど
に
よ
っ
て
国

税
局
か
ら
公
表
さ
れ
る
調
整
率
を
乗
じ
て

計
算
し
ま
す
。
な
お
株
式
等
（
上
場
株
式

図D 特定非常災害とその指定地域（一部）

発生年月 災害名
指定地域

都道府県 市区町村

令和6年
1月

能登半島
地震

石川県 全域
富山県 全域
新潟県 全域

令和2年
7月 豪雨

岐阜県 下呂市
島根県 江津市
福岡県 大牟田市
熊本県 全域
大分県 九重町、日田市、由布市、玖珠町
鹿児島県 鹿屋市、垂水市

令和元年
10月

台風
第19号

岩手県 宮古市、釜石市、山田町、久慈市
宮城県 全域
福島県 全域
茨城県 全域

栃木県 宇都宮市、足利市、栃木市、佐野市、
鹿沼市、小山市、那須鳥山市、茂木町

群馬県 富岡市、嬬恋村
埼玉県 全域
千葉県 全域

東京都 大田区、世田谷区、八王子市、
あきる野市、日の出町、檜原村

神奈川県 川崎市、相模原市
新潟県 阿賀町
山梨県 上野原市
長野県 全域
静岡県 伊豆市、伊豆の国市、函南町

●特定非常災害とは、著しく異常かつ激甚な非常
災害であり、被害者の行政上の権利利益の保全
等を図るために政令指定される災害です。根拠
となる「特定非常災害特別措置法」は平成 7年
の阪神・淡路大震災をきっかけに
成立しました。

●特定非常災害の指定は、死者 ･行
方不明者・負傷者・避難者等の多
数発生、住宅の倒壊等の多数発
生、交通やライフラインの広範囲
にわたる途絶、地域全体の日常業
務や業務環境の破壊などを総合
的に勘案して判断します。

図Ｅ 災害による申告期限の延長

種類 納税者側手続き 内容
地域指定に
よる延長 不要 国税庁長官が地域および期日を指定して申

告・納付期限を延長

対象者指定
による延長 不要

国税庁長官が対象者の範囲および期日を指
定して申告・納付期限を延長
例：国税庁の運用システムの不具合等

個別指定に
よる延長 必要

納税地の所轄税務署に個別に申請すること
により、災害等の理由がやんだ日から 2か
月以内に限り申告・納付期限が延長される

図Ｆ 災害減免法による救済措置

状況 軽減内容 算式
申告期限
前に被災

財産評価
額減 相続財産等の価額－被害部分の価額＝計上額

申告期限
後に被災 税額減

適用条件　※①または②のいずれかに該当
①相続税等の課税価格の計算の基礎となった財産の価額※のうち、被害額
が 10 分の 1以上
②相続税等の課税価格の計算の基礎となった動産等の価額のうち、当該
動産等について被害額が 10 分の 1以上
　※相続税については債務控除後の価額

納付相続税
または
納付贈与税

被害部分の価額

課税価額の計算の
基礎となった財産の価額

× 免除＝
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関
係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
不
動
産
投
資
の
考
え
方
と

同
様
、
一
つ
の
エ
リ
ア
に
集
中
投
下
す
る

点
に
は
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、
二
人

目
の
相
談
相
手
は
遠
方
に
置
い
て
お
く
と

安
心
で
す
。
二
人
の
専
門
家
が
連
携
体
制

を
と
れ
て
い
れ
ば
な
お
心
強
い
で
し
ょ

う
。

税
理
士
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

二
人
の
税
理
士
を
経
営
の
両
輪
に

　

複
数
の
顧
問
税
理
士
を
も
つ
こ
と
を
、

税
理
士
の
世
界
で
は
「
２
階
建
て
」
と
呼

び
ま
す
。
前
述
の
災
害
リ
ス
ク
回
避
と
も

通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
、
事
業
（
所
有
資
産
）
を
発

展
さ
せ
る
た
め
、
複
数
の
税
理
士
を
前
向

き
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
毎
年
の
確
定
申
告
を
担
当
す
る
税
理

士
１
名
、
こ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
相
続
対

策
の
指
導
や
所
有
不
動
産
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
担
当
す
る
専
門
税
理
士
と
契

約
を
結
ぶ
の
で
す
。

　
「
税
理
士
を
何
人
も
顧
問
に
も
っ
て
大

丈
夫
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
で
す
が
、
一
人
が
複
数
の
税
理

士
と
契
約
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
一
つ
の
税
目
を
複
数
の
税
理

申
告
さ
れ
た
方
は
、
所
定
の
減
額
が
な
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
無
料
で
査
定
い
た
し

ま
す
の
で
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た

能
登
半
島
地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
こ
れ
か

ら
申
告
さ
れ
る
方
も
、
国
税
庁
が
定
め
る

所
定
の
減
額
の
他
、
不
動
産
鑑
定
の
観
点

か
ら
も
見
直
し
を
い
た
し
ま
す
。

　

評
価
額
の
減
額
に
よ
り
相
続
税
・
贈
与

税
の
還
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
申

告
期
限
か
ら
５
年
以
内
に
更
正
の
請
求
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
更
正
の
請
求
は

任
意
で
あ
り
、
申
請
し
な
け
れ
ば
事
実
上

還
付
金
は
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

サ
ポ
ー
ト
す
る
税
理
士
も

被
災
者
で
あ
る
可
能
性
が

　

受
け
る
被
害
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
税

理
士
の
サ
ポ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
い
と
い
う
希
望
も
発
生
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
な
未
曾
有

の
災
害
の
発
生
下
で
は
普
段
相
談
し
て
い

る
地
元
の
税
理
士
も
被
災
し
、
お
客
様
の

サ
ポ
ー
ト
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
と
い
う
状

況
も
十
分
に
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
、
普
段
確

定
申
告
を
依
頼
す
る
税
理
士
の
他
に
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
相
談
で
き
る
専
門
家
と

士
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
税

目
ご
と
に
税
理
士
を
変
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
図
Ｇ
に
一
人
の
税
理
士
に
す
べ
て

の
税
目
を
依
頼
し
た
と
き
と
、
複
数
の
税

理
士
を
目
的
別
に
使
い
分
け
た
と
き
の
比

較
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

人
と
し
て
ウ
マ
が
合
う
の
か
ど
う
か
も

も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
そ
の
前
に
「
誰

に
・
何
を
」
頼
む
べ
き
な
の
か
？　

ご
自

身
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
力
が
あ
る
の

か
ど
う
か
を
見
極
め
、
整
理
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
族
が
集
う
夏

今
こ
そ
相
続
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う

　

今
年
も
７
月
１
日
に
「
路
線
価
」
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
相
続
税
や
贈
与
税
に

お
け
る
土
地
評
価
の
基
礎
と
な
る
数
字

（
＝
課
税
の
基
礎
と
な
る
数
字
）
で
す
か

ら
時
価
ほ
ど
は
乱
高
下
し
ま
せ
ん
が
、
地

主
・
家
主
の
皆
様
と
し
て
は
、
や
は
り
動

向
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
相
続
対
策
を
」「
相
続
税
の
試
算
を
」

と
時
期
や
状
況
に
適
さ
な
い
提
案
を
持
ち

か
け
る
相
続
専
門
事
務
所
も
あ
り
ま
す

が
、
一
般
的
に
は
路
線
価
発
表
後
の
今
が

一
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
親
子
で
集
ま

る
機
会
の
多
い
夏
で
す
か
ら
、無
策
に「
ひ

と
ま
ず
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
も
良
い
で

す
が
一
家
の
財
産
は
一
家
で
守
る
、
と
い

う
前
提
に
立
っ
て
、
息
子
さ
ん
や
娘
さ
ん

も
巻
き
込
ん
で
路
線
価
の
確
認
・
不
動
産

の
現
状
を
共
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
現
状
分

析
を
行
う
こ
と
で
、
今
後
打
つ
べ
き
対
策

が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
ど

も
も
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

図G 税理士１階建て・２階建て比較

顧問税理士 1人
（現状のまま） 顧問税理士複数

税理士報酬（一見すると） 安い 高い

税理士報酬（実際） 契約を見直し得意分野に
絞ると下がる可能性大

作業を分担するため総額
は変わらない可能性も

税理士側から見ると 不得意分野の作業を行う
必要がある（解約リスク高）

不得意分野の作業を行う
必要がない（解約リスク低）

顧問税理士間のセカンド
オピニオン機能 なし あり（依頼者も税理士も双

方安心）
税理士の死亡・廃業・被災
による税務処理の停滞リ
スク

分散不可 分散可


